























わが国における GYの議論は新しいようで実は 10 年以上の蓄積がある。確かに 2011 年の東京





















では 2007 年に第 2次報告書を公表し、9月入学の促進と日本版 GYの導入を提唱した。つまり、










*3　例えば、2012 年 1 月 27 日の朝日新聞朝刊「ギャップタームって？」や 2013 年 5 月 21 日の NHK「ク
ローズアップ現代」におけるギャップイヤー特集など。






*6　調査対象は 748 校（内訳は大学 620 校、短大 349 校、高専 57 校）。回答率は 99.7％。
わが国におけるギャップイヤーの導入事例
－ 161 －






















プを改善するための提言が出始めている。たとえば、教育再生実行会議が 2013 年 5 月 28 日に発
表した第三次提言では、中長期のインターンシップやキャリア教育との接続について踏み込んだ





















1970 年代に入ると、一人旅の需要が高まり、若者や学生対象の GY旅行や GYボランティアのた
めの旅行会社やこうした活動を促進するための Gap Activity Projects（GAP）といった支援団体
が設立され、富裕層の子弟 *9が通う私立学校を中心に普及していった。そして、1980年代に入ると、
この広がりが学生就労ビザやワーキングホリデービザの登場につながり、市場が一気に拡大した。




ア・国内外留学（3～ 24 か月）」と定義される。他方、秦（2011a）は GYを「高校卒業から大学
入学までの 1年間に、個人の成長やキャリア構築のために活動する期間」と定義する。わが国で
もこれらの定義が基本的に採用されることが多いが、一言で「寄り道」「空白期間」と訳される















































くない *13。しかし英国の GYとは性格を少し異にしながら多様な GYが登場している。以下ではこ
れらを日本版 GYと総称し、代表的な導入事例を考察しながら、その特長を明らかにしたい *14。
3-1．倉敷芸術科学大学
筆者の管見の限り、わが国最初の GYの導入事例は倉敷芸術科学大学 *15 における GAP制度で
ある。小山ら（2003）によれば、入学後早期に学外での様々な体験を通して、学習意欲を高める
目的で 2002 年に導入された。本事例では、AO入試合格者 10 数名が入学後 1年生の後期に半年
間大学を離れて、単位認定を前提とした GYプログラム *16 に参加した。実際には 13 名が志願し、
6名の学生が海外へと飛び立った。研修も充実しており、学生には事前に活動計画書の提出・面談・
プレゼン・ディベート・語学研修の受講などが義務づけられた。また、GYに際しては学生一人












名古屋商科大学は元々海外留学に強い大学であり、GYについては、2004 年から 10 年間、GY
留学という名称で実施している。大学のオフィシャルサイト *17 によれば、表 1のとおり、毎年 10
*13　海外の GY事例については、広島大学（2011）、「ギャップイヤー白書」編集委員会（2013）が詳しい。
*14　2015 年度に文科省はギャップイヤー（長期学外学修プログラム）の推進ために「大学教育加速プロ
グラム（AP）」として 12 大学（大学 10、短大 1、高専 1）を選定したが、本稿執筆段階では検証する段
にないため、取り扱わない。http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/
afieldfile/2015/07/31/1360495_1.pdf 参照（2015 年 9 月 29 日閲覧）
*15　http://www.kusa.ac.jp　参照（2015 年 8 月 1 日閲覧）。
*16　①留学・研修プログラム、②ボランティアプログラム、③仕事体験プログラム、④自己発見プログ
ラムの 4種類がある。事前指導やゼミの単位も含むため半年間で 18 単位が GYにより取得可能である。






















ナポリ、アムステルダム、パリの 5カ国 11 都市から選択できる。
*19　往復航空運賃、海外旅行保険、現地宿泊費、鉄道バス代などに充当されている。




2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年
13 14 10 13 12
（出所）名古屋商科大学オフィシャルサイト（2015）
表 2　AIUの GY入試の受験数＊21の推移（単位：人）
年度 定員 出願 受験 合格 入学
2008 10 11 9 5 5
2009 10 32 32 12 12
2010 10 47 39 12 12
2011 10 77 64 14 13

































えば、秋入学の全面移行は全学合意に至らず、教養学部に開設された PEAK（Programs in 
English At Komaba）という英語による授業科目から構成される学位プログラムの議論に替わっ
てしまった。ただし、ギャップイヤーそのもの実施は全学展開には至らなかったものの、「FLY 
*22　http://web.aiu.ac.jp/undergraduate/admission 参照（2014 年 8 月 1 日閲覧）。




され、2013 年から限定的にスタートするに至っている。したがって以下では FLY Programを東
大による日本版 GYの導入事例として取り上げる。



























*24　http://www.c.u-tokyo.ac.jp/info/academics/zenki/fly/　参照（2014 年 12 月 1 日閲覧）。





京都GYは京都府北部地域 *27 と中南部地域 *28 の大きく2地域をフィールドに展開された。事業
主体は京都府であるが、実際の運営は、北部地域については「京都府北部地域・大学連携機構」






北部地域のプログラム（2013 年度）については、表 3のとおり 11 のプログラムが企画・実施
され、合計 104 名 *30 の大学生、大学院生及び高校生が参加した。中南部地域のプログラムについ










*30　内訳は大学生 79 名、高校生 25 名。
*31　内訳は大学生 68 名、高校生 56 名。
表 3　京都 GYのプログラム（北部）
プログラム名／地域名 分類 期間 人数
期間限定！雲原探偵社！／福知山市 PBL 1 週間  4 名
「暮らす」を考えるフィールドワーク in舞鶴 PBL 6 日間  3 名
岡田中のレシピ～食文化「伝える」プロジェクト／舞鶴市 PBL 6 日間  3 名
志賀郷ヤマカミ新聞／綾部市 PBL 1 週間  6 名
「私 ...」を考える旅／綾部市 旅行 1週間  3 名
「里山道場」を体験してみる旅／綾部市 旅行 1週間  6 名
京丹後×大学生 in網野／京丹後市 PBL 5 日間  4 名
ふりかえる夏旅ワークショップ／京都市 その他 1日 19 名
災害、防災について福知山の水害事例から学ぶスタディツアー／福知山市 旅行 2日間  3 名
暮らしの放送局＠ PV制作 PJ／舞鶴市 PBL 6 日間 17 名
おちゃのま～日星高等学校編～／舞鶴市 PBL 1 日 17 名
Youth telescope／綾部市 PBL 通年  9 名





以上までの 5つの導入事例を一覧にすると、表 5のようになる。ここからわが国における GYの
特長と課題を抽出したい。
表 4　京都 GYのプログラム（中南部）
プログラム名 分類 期間 人数
京都企業の魅力発信プロジェクト①／京都市 PBL 3 か月  6 名
京都企業の魅力発信プロジェクト②／京都市 PBL 2 か月  3 名
京都企業の魅力発信プロジェクト③／京都市 PBL 5 か月  6 名
京都企業の魅力発信プロジェクト④／京都市 PBL 5 か月  6 名
安全安心まちづくりプロジェクト①／京都市 PBL 2 か月  4 名
島原キラリ☆プロジェクト①／京都市 PBL 7 か月  6 名
食と森の交流プロジェクト／亀岡市・京丹波町・南丹市 PBL 半年間  5 名
宇多野ユースホステル PBL／京都市 PBL 9 日間 12 名
日本をつなぐフリーマガジン「志縁」プロジェクト／京都市・東北・関西 PBL 4 か月  5 名
学生事業部コアメンバー活動／京都市 PBL 7 か月  5 名
後期成果報告会企画／京都市 PBL 5 か月  4 名
安心安全プロジェクト②／京都市 PBL 4 か月 46 名
留学生プロジェクト／京都市 PBL 5 か月  5 名
食と森の交流プロジェクト（高校生対象）／亀岡市・京丹波町・南丹市 PBL 4 日間  1 名
（出所）筆者作成
表 5　本稿における GY事例の一覧
倉敷芸術科学大学 名古屋商科大学 国際教養大学 東京大学 京都 GY
開始年 2002 年 2004 年 2008 年 2012 年 2013 年
定員 ～ 10 人 10 ～ 20 人 10 人 10 ～ 30 人 約 200 人
対象 1年生 1年生 合格者 1年生 高校 3年生～大学院生




入試接続 あり なし あり なし なし
単位数 18 単位 ～ 40 単位 3単位 なし なし
研修 あり あり なし なし あり
奨学金 あり あり なし あり なし
教員関与 強い 強い 普通 弱い 弱い

























のの、図 2のとおり、よく言えば教育型、海外 GY、サービスラーニング型の GY、誤解を恐れ
ずに言えば、大学や大人がレールを敷きすぎて、やや過干渉、過保護型の GYとなっている面が
あると言えよう。





























日本版 GYでは大学生の身分で GYに参加することが主流であった。しかし、京都 GYでは大学
生はもとより、高校生や大学院生もプログラムに参加していた。これは京都 GYにおける「ギャッ























































以上をまとめれば、日本版 GY、京都 GYのどちらか一方ではなく、異なる 2タイプの GYが
相互に補い合うようなプログラムが今後誕生すれば、わが国のインターンシップの課題解決の貢
献に大きく近づけそうである。つまり、インターンシップの課題克服という視点では、日本版























号、民主社会主義研究会議、48 ～ 51 頁。
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